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【課題の概要】 

 本研究は、モータータンパク質などを最小単位としてバイオ

アクチュエータの創製技術の確立を目的としている。具体的に

は、細胞内部で起きているプロセスをマイクロ流路内で制御し、

自己組織化的相互作用によりタンパク質を配列させ、ボトムア

ップで mm 単位の駆動機構を構成しようとするものである。 

 

【学術的意義、期待される研究成果等】 

 動的再構成可能なウエットロボティクスの設計論の体系化に

つながる研究であり、体内で動作する生体親和性の高いマイク

ロロボットや、血管内に長期間滞留してセンシングする革新的

な医療システムへの応用が期待できる。 

 


